
熱中症
1.  熱中症とは？
「熱中症」は、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分（ナトリウム
など）のバランスが崩れたり、循環調節や体温調節などの体内の重要な調整機
能が破綻するなどして発症する障害の総称です。
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２.  熱中症の症状による分類
　熱失神（Ⅰ度、軽症）
	 �体温を下げるために皮膚血管の拡張反応が生じることにより、脳への血流が一時的に減少す

るため立ちくらみがおこる。
	 �水分・塩分を適切に補給し、涼しいところで横になるなどの方法で回復することが多いため、
基本的に現場での対処が可能。

　熱けいれん（Ⅰ度、軽症）
	 �汗で失われた塩分を補給できないことにより、血中の塩分濃度が低下することにより生じる
筋肉のこむら返りや筋肉の痛みのことです。

	 �水分・塩分を適切に補給し、涼しいところで横になるなどの方法で回復することが多いため、
基本的に現場での対処が可能。

　熱疲労（Ⅱ度、中等症）
	 �脱水が進行し、全身のだるさや集中力の低下した状態。頭痛、気分の不快、吐き気、嘔吐な
どが起こり、放置しておくと、致命的な「熱射病」に至る。

	 重症化の可能性があるため、医療機関への受診が必要。
　熱射病（Ⅲ度、重症）
	 �体温の上昇のために中枢機能に異常をきたした状態で、中枢神経症状や腎臓・肝臓機能障害、
さらには血液凝固異常まで生じることがあります。高体温、意識障害、呼びかけや刺激への
反応が鈍い、言動が不自然、ふらつく、などの症状がみられる。

命に関わることもあり、救急搬送が必要。

  厚生労働省では以下の対応が推奨されております。 
厚生労働省


